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年 月 日

№

年 月

※　中継機が5台以上ある場合は別紙記入

№ / 年 月

№ / 年 月

№ / 年 月

№ / 年 月

※　送信機が3台以上ある場合は別紙記入

№ / 年 月

№ / 年 月

有 無

　備　考

送 信 機 総 数 台

中 継 機 総 数 台

送信機
1 2 3 4

ネットワーク認識完了後、接点送信動作テストを行うこと

☑ ネットワーク構築無線機アドレス

中継機
1 2 3 4 5 6 7 8

【 ☑　最終確認 】

受信機・中継機・送信機の”現場チャネル”が同一であること

各無線機の上・下位通信アドレス設定が直接通信する相手だけであること

各無線機設置完了後、受信機でネットワーク認識を行うこと

電源確認　ネットワーク認識完了後、受信機状態確認ボタンを押し、各無線機

アドレスに該当するLEDが緑点灯すること（※弊社電源BOXを使用の場合）

2

1

常開 常閉 （ロータリースイッチで設定）

電池 外部 A B 0＝受信機、1～8＝中継機

【送信機　製造番号/製造年月】 型式：WCT-TX

 アド
  レス

製造番号　/　製造年月 地点 接続機器
駆動電源

入力接点 上位アドレス

送信機：

4 中継機： 送信機：

3 中継機：

2 中継機： 送信機：

1 中継機： 送信機：

【中継機　製造番号/製造年月】　型式：WCT-RP

 アド
  レス

製造番号　/　製造年月
上位アドレス 下位アドレス 中継機

（ロータリースイッチで設定） 直接通信する相手アドレスだけを 接点出力
0＝受信機、1～8＝中継機 ディップスイッチで設定 接続先

現 場 チ ャ ネ ル

※送信機/中継機も同じチャネルに設定すること
出力 4

不使用 使用 出力 3

機器前面ディップスイッチで設定
出力 2

設 置 地 点 ☑　【診断出力】 使用時出力先

↓
ショートバー使用時は☑

製 造 番 号

※直接通信する相手アドレスだけを
出力 1

製 造 年 月

別紙

設置チェックシート（接点無線機 WCT)

現場名 実施日 実施者 天候

【受信機】 【通信相手アドレス】 【受信機接点出力接続先】

型 式 WCT-RX 中継機：

送信機：

受信機のネットワーク認識ボタンを

長押しで実行

設置した中継機/送信機に該当する

LEDが全て緑点灯で認識成功
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※　アドレス 5 以降

№ / 年 月

№ / 年 月

№ / 年 月

№ / 年 月

※　アドレス 3 以降

№ / 年 月

№ / 年 月

　備　考

A B

 アド
  レス

送信機：

【送信機　製造番号/製造年月】 型式：WCT-TX

製造番号　/　製造年月

8

中継機： 送信機：

中継機：

中継機：

直接通信する相手アドレスだけを

中継機

接点出力

接続先

下位アドレス

4

3

外部

入力接点 上位アドレス

（ロータリースイッチで設定）

0＝受信機、1～8＝中継機

地点 接続機器 駆動電源

電池

常開 常閉

7

送信機：6

送信機：5 中継機：

【中継機　製造番号/製造年月】　型式：WCT-RP

製造番号　/　製造年月
 アド
  レス

別紙設置チェックシート（接点無線機 WCT)

現場名

0＝受信機、1～8＝中継機 ディップスイッチで設定

上位アドレス

（ロータリースイッチで設定）


